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戦 。あの，最高司令部だから G2 ですよね。その下が各連隊があって，その
















































































































夫 ：61 年。あの，朴正煕がクーデターを起した年ですから，61 年。
――その年のうちに。

























































































































































































































































りして，仮保釈。そしたら 1 カ月，1 カ月の［在留資格を得た］。
――そうですね。1 カ月，最初はね。
























































































プクラスですよ。だから売り上げ 1 カ月 100 万近く，いつもありました〈一同：へえー〉。
だから，4 分 6 でしたから，僕には 6 割くるじゃないですか。4 割は会社で。それでも，
6 割って大きいじゃないですか。
――大きいですね。










































































































































































の指示を出す。48 年 8 月初めに済州島を脱出し，同月 21 日から海州で開催された南朝鮮
人民代表者大会に出席，済州島の闘争の成果を報告した。
　彼の最期については諸説があるが，49 年には南朝鮮に戻って太白山地区でのパルチザ
ン闘争を指揮し，50 年 3 月ごろ戦死した模様である。
＊ 10　学徒護国団
　韓国政府国防部と文教部が，1949 年 4 月中高生と大学生を対象に反共思想教育と有事
の郷土防衛を目的として全国の学校に組織させた学生団体。学生の自治活動を抑制しその
思想統制に一定の役割を果たしたほか，政府の主催する官製集会，官製デモにも動員され












　1944 年全羅北道南原で出生。慶尚南道の馬山商業高校に入学した直後の 1960 年 3 月 15
日，馬山市内で李承晩独裁政権の不正選挙に抗議する大規模市民デモがあり金朱烈も参加
したが，市庁近辺で警察隊の発射した催涙弾を右眼に受けて落命した。16 歳だった。遺
体は証拠隠滅のため馬山港海中に投棄されたが，4 月 11 日漁夫により発見され遺体写真
が全国の新聞に報道された。これを契機に反李承晩運動は韓国全土に急速度で拡大し，4
月 18 日以降ソウル市内の学生を中心とするいわゆる 4・19 学生革命へと波及した。毎年













選挙は国民の怒りを買い 4・19 学生革命で副統領職を辞退した。ソウル市内の自宅は 4・
















し翌 1961 年，朴正煕を中心とする若手将校らの 5・16 軍事クーデターにより政権を追われ，
政治活動を禁止された。1966 年死去。
＊ 15　セマウル運動
　朴正熙政権下の輸出至上型経済成長戦略は低廉な労働コストを要としており，農産物低
価格政策は労働者の最低レベルの生活を維持するために不可欠だったが，農民には負担を
強いた。そこで農民の不満を逸らすため朴政権は農村の近代化を強調し，農村近代化・地
域の均衡的発展・農民意識改革をスローガンに 1972 年セマウル（新しい村）運動を正式
に出発させた。政府の資金・物質援助で農民家屋や周辺の道路，水路などを刷新したほか，
農村指導者養成や農村子女への奨学金給付などの事業を行った。セマウル運動により農業
競争力が向上し農民の共同体意識や自発的意識を高めたとする評価のある一方，農村を犠
牲にする工業主体近代化政策のための官製国民運動であり，農民の境遇に根本的な変化は
起きず，むしろ運動そのものが中央官僚による利権介入や公金横領など腐敗の温床になっ
たとする批判もある。
55
解放直後・在日済州島出身者の生活史調査（13・下）（藤永　壯他）
＊ 16　行
トルリムチャ
列字（再掲，加筆）
　同じ一族の同一世代の者が木火土金水の五行の順にしたがって，これを部首に含む漢字
1 字を共有することにより，一族内の世代の上下関係を明らかにする命名の規則。個人の
固有名は残りの 1 字のみによって示される。朝鮮王朝時代中期，族譜（家系に関する記録）
の記載様式が整えられるのにともない普及した。
　夫煕錫さんの場合，本来は「煕」字が同世代共通の行列字である。ところが日本にいた
夫さんの父が，夫煕錫さんの世代の行列字を「時」としたので，日本渡航後，夫煕錫さん
は「夫鐘時」と名乗っていた。したがって「時」字を行列字にもつ夫根時さんは，族譜の
うえでは夫煕錫さんと同世代の親戚ということになる。
＊ 17　三
サム
姓
ソン
穴
ヒョル
　済州市街中心部の森と芝で覆われた平坦な場所に 3 個の穴が開いていて，その周辺は広
く神域となっている。済州島にかつて存在した独立王国の耽
タム
羅
ラ
国開国神話によれば，それ
ぞれの穴から地底に暮らしていた高
コ
，良
リャン
，夫
ブ
を姓に名乗る 3 人の神人が地上に現れ，耽
タム
羅
ラ
国の始祖になったとされる。国立文化財史跡第 134 号に指定されている。
＊ 18　伐
ポル
草
チョ
　「掃墳」ともよばれる。陰暦 8 月の秋夕（中秋に行われ日本の盂蘭盆に相当する習俗）
以前に，土饅頭型の祖先の墓に生えた雑草を刈り墓の周囲を清掃する風習。韓国全土でみ
られ，伐草のためには郷土の血縁者のみならず外地に出た者も帰郷して参加する。特に済
州島では秋夕にも匹敵する重要な伝統行事とみなされている。早くから陰暦 8 月の伐草実
行日が指定され，当日は血縁者が集合して数多い祖先の墓を一つずつ伐草し清掃する。近
年では電動草刈り機が多用されるほか，伐草代行業も増えている。在日済州島出身者にとっ
ても重要な行事と認識され，2000 年代初めまでは伐草の期間になると，済州島出身者の
多く住む大阪から済州に渡航する乗客向けに臨時航空便が運航されていた。
